第３学年　道徳学習指導案
１　主題名　「公共心」を育てる道徳学習　【４－（１）規則の尊重、公徳心】
２　資料名　「みんなの広場」（出典「明るい心」）
　
３　主題設定の理由
（1） ねらいとする価値について
現代の社会には、自分さえよければ他人のことは知らないといった自己中心的な行為が表れやすい。公道でのごみのポイ捨てや電車内におけるマナーなど、公共物や公共の場所、他者について無関心な傾向が強くなっている現在、社会の一員としての自覚を持たせて、公徳心を育てていくことは、日常の生活を楽しく快適にしていくために重要なことであると考える。
（2） 子供の実態について
本学級の児童は、公共物を大切にすることや公共の場所でのマナーについて、知識としては知っているが、生活の場面になると、歩道を塞ぐように横に広がって歩いたり、ショッピングセンターの店内で騒いだりするなど、自己中心的な行動が見られ、他人から注意されて初めて行動を改めたり、ルールを守ろうとしたりする姿も見られる。そこで、公共物を大切にすることや他人に迷惑をかけないことの大切さに気付かせ、社会の一員として望ましい行動をしようとする気持ちを持たせ、実践できる子供を育てたい。
（3） 資料について
本資料は、どこの町にも見られる子供たちの遊び場である「子供広場」が舞台であり、そこに登場する主人公、和也の心の動きを通して、公徳心の大切さを考えさせる内容である。
まず、子供広場で和也たちが楽しく遊んでいる様子から、広場はみんなで楽しく使う公共の場所であることを理解させたい。次いで、広場のあちこちに落ちているごみを見たとき、ごみを拾おうか、そのままにしておこうかと考え、迷い、揺れ動く和也の心情に焦点をあて、考えさせることを通して、日常の生活における公徳心を高めていきたい。さらに、和也の学校がいつもきれいになっていて気持ちよく学校生活が送れていることに気付いたことや、夢の場面から、和也の本当の気持ちに気付かせて、どのように行動したらよいかを考えさせたい。
４　本時のねらい
和也の心情について考えることで、公共物や公共の場所を大切に使おうとする気持ちを高める。
５　本時の展開
	
	学習活動
	主な発問と予想される子供の反応
	指導上の留意点

	導　　入

	１　自分たちの遊び場について発表する。
	○家に帰ってから友達と外で遊ぶとき、どんな所でよく遊びますか。
　・家の近所の公園
　・グラウンド
○よく遊ぶ場所を見て何か気付いたたことはありませんか。
　・大きな石やごみが落ちている。
　・たくさんの人が遊んでいる。

	○日頃、友達とよく遊ぶ場所に関心を持たせる。
○公園で遊ぶ子がどれぐらいいるかを確認する。

	展　　　　　開

	２　資料「みんなの広場」の教師の読み聞かせを場面ごとに聞いて話し合う。
３　公共物や公共の場所を大切に使った経験について聞く。
	○和也たちは、子供広場でどのように遊んでいましたか。
　・たくさんの子供たちが楽しく遊んでいた。
　・みんな元気よく遊んでいた。
○広場に一人だけになったとき、和也は何を「どうしようかなあ。」と思っているのでしょう。
　・ごみをごみ箱に持っていこうかな。
　・ごみがあるけど、気にせずに遊ぼうかな。
●広場に落ちているごみを見たとき、和也の様子を想像してみましょう。和也はどんな気持ちになったと思いますか。
　・ぼくだけが捨てたんじゃないし…。
　・いろんなごみが落ちていて汚いな。
　・ごみを拾おうかな、どうしようかな。
○なぜ和也は広場のごみのことがそんなに気になったのでしょう。
　・ごみに気付いたのに拾わなかったから。
　・みんなでそうじすればいいと思って、何もせずに家に帰ってきたから。
○ゆめを見ているときの和也の気持ちはどうだったと思いますか。
　・やっぱり一人でも拾ってくればよかった。
　・ごみたちに悪いことをしたな。
○先生も和也さんと同じような気持ちになったことがあるんだよ。
（小学生の頃の、近所の公園での体験を話す）

	○子供広場は、みんなで楽しく使う公共の場所であることを押さえる。
○絵を見せて、和也の思いを自由に想像させる。
○どんなごみがどのように落ちているのか、ごみの実物やごみの落ちている公園の絵を見せて強くイメージさせる。
○和也になったつもりで数人に演技をさせる。
○ごみに気付いても、次の行動に移せなかった和也の迷いに気付かせる。
○広場のごみをそのままにしてきた自分の行動がよくなかったことを反省して、夢を見たことに気付かせる。
○みんなが公共物を大切にして、他人に迷惑をかけない行動をすることで、楽しく快適に生活できることに気付かせる。


	終　末
	４　まとめをする。
	○「みんなの広場」を読んで、みなさんはどんな気持ちになりましたか。思ったことや感じたことを発表してみましょう。
	○公園で遊んでいた和也と同じ場面に遭遇したらどうするかを一人一人に考えさせる。



６　本時の評価
話合いの中で、揺れ動く和也の心情について考えることができたか、公共物や公共の場所を大切に使おうとする気持ちを持つことができたか、発言から判断する。
